
証券コード　7928
株 主 各 位 2023年11月９日

愛知県碧南市港南町二丁目８番地14

取締役社長 杉 浦 　 武

１．日 時 2023年11月28日（火曜日）午前10時
２．場 所 愛知県碧南市源氏神明町90番地

碧南商工会議所（２階大ホール）

第57期定時株主総会招集ご通知
拝啓　日頃は格別のご高配を賜り厚くお礼申し上げます。
　さて、当社第57期定時株主総会を下記のとおり開催いたしますのでご通知申し上
げます。
　本株主総会の招集に際しては、株主総会参考書類等の内容である情報（電子提供
措置事項）について電子提供措置をとっており、インターネット上の以下の各ウェ
ブサイトに掲載しておりますので、いずれかのウェブサイトにアクセスの上、ご確
認くださいますようお願い申し上げます。

　当社ウェブサイト　https://www.asahikagakukogyo.co.jp/ir/2017052915115502.html
　また、電子提供措置事項は、当社ウェブサイトのほか、東京証券取引所（東証）
のウェブサイトにも記載しております。
　東京証券取引所ウェブサイト（東証上場会社情報サービス）

https://www2.jpx.co.jp/tseHpFront/JJK010010Action.do?Show=Show
（上記の東証ウェブサイトにアクセスいただき、当社名又は証券コードを入力・検
索し、「基本情報」「縦覧書類/PR情報」を順に選択して、「縦覧書類」にある
「株主総会招集通知/株主総会資料」欄よりご確認ください。）

敬　具

記
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３．会議の目的事項
報 告 事 項 １. 第57期（2022年９月１日から2023年８月31日まで）事業報告、連結計算書

類並びに会計監査人及び監査等委員会の連結計算書類監査結果報告の件
２. 第57期（2022年９月１日から2023年８月31日まで）計算書類報告の件

決 議 事 項
第１号議案 剰余金の処分の件
第２号議案　取締役（監査等委員である取締役を除く。）３名選任の件
第３号議案
第４号議案

　監査等委員である取締役３名選任の件
　補欠監査等委員である取締役１名選任の件

４．議決権行使についてのご案内
（１） 郵送による議決権行使の場合は、議決権行使書用紙に賛・否をご表示いただき、2023年

11月27日（月曜日）午後5時までに到着するようご返送ください。議案に対する賛否の表
示がない場合は、賛成の表示があったものとして取り扱わせていただきます。

（２） インターネット等による議決権行使の場合は、後記４ページに記載の「インターネット
による議決権行使のご案内」をご高覧の上、2023年11月27日（月曜日）午後5時までに行
使ください。

（３） 書面とインターネットにより、二重に議決権を行使された場合は、インターネットによ
るものを有効な議決権行使として取り扱わせていただきます。また、インターネットによ
って複数回議決権を行使された場合は、最後に行われたものを有効な議決権行使として取
り扱わせていただきます。

　以　上

１. 当日ご出席の際は、お手数ながら議決権行使書用紙を会場受付にご提出くださいますようお願い
申し上げます。

２. 電子提供措置事項に修正が生じた場合は、上記インターネット上の当社ウェブサイト及び東証ウ
ェブサイトにおいて、その旨、修正前及び修正後の事項を掲載いたします。

３. 株主総会終了後、例年実施しておりました当社近況説明会については、今年より実施いたしませ
ん。なお、決算説明資料については当社ウェブサイトに掲載しております。

４．本株主総会においては、書面交付請求の有無にかかわらず、一律に電子提供措置事項を記載した
書面をお送りいたします。なお、電子提供措置事項のうち、次の事項につきましては、法令及び
当社定款の規定に基づき、お送りする書面には記載しておりません。
① 連結計算書類の「連結注記表」
② 計算書類の「個別注記表」
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議決権行使についてのご案内
株主総会における議決権は、株主の皆様の大切な権利です。
後記の株主総会参考書類をご検討の上、議決権を行使してくださいますようお願い申
し上げます。
議決権を行使する方法は、以下の３つの方法がございます。

株主総会に
ご出席される場合

書面（郵送）で議決権を
行使される場合

インターネットで議決権を
行使される場合

同封の議決権行使書用紙を会場受付
にご提出ください。

同封の議決権行使書用紙に議案に対
する賛否をご表示の上、切手を貼ら
ずにご投函ください。

次ページの案内に従って、議案に対
する賛否をご入力ください。

日　時 行使期限 行使期限

2023年11月28日（火曜日）
午前10時（受付開始:午前９時）

2023年11月27日（月曜日）
午後５時到着分まで

2023年11月27日（月曜日）
午後５時入力完了分まで

議決権行使書用紙のご記入方法のご案内
こちらに議案の賛否をご記入ください。
第１、４号議案

⃝ 賛成の場合 「賛」の欄に〇印
⃝ 反対する場合 「否」の欄に〇印

第２、３号議案
⃝ 全員賛成の場合 「賛」の欄に〇印
⃝ 全員反対する場合 「否」の欄に〇印

⃝ 一部の候補者に
反対する場合

「賛」の欄に〇印をし、
反対する候補者の番号を
ご記入ください。

XXXX-XXXX-XXXX-XXX

XXXXX

1.　

2.　

○○○○○○○

議　決　権　の　数
議 　 決 　 権 　 の 　 数

基準日現在のご所有株式数

株　主　総　会　日

××××年××月××日

XX 個

御中○○○○○○○
議 決 権 行 使 書

XX 個

XX 株

ログイン用QRコード
ログインID

仮パスワード

※議決権行使書用紙はイメージです。

見 本

書面（郵送）及びインターネットの両方で議決権行使をされた場合は、インターネットによる議決権行使を有効な議決権行使としてお取り扱い
いたします。また、インターネットにより複数回、議決権行使をされた場合は、最後に行われたものを有効な議決権行使としてお取り扱いいた
します。議決権行使書において、議案に対する賛否の表示がない場合は、賛成の表示があったものとしてお取り扱いいたします。
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インターネットによる議決権行使のご案内

QRコードを読み取る方法 ログインID・仮パスワードを
入力する方法

議決権行使書用紙に記載のログインID、仮パスワードを入力する
ことなく、議決権行使サイトにログインすることができます。

議決権行使
ウェブサイト https://evote.tr.mufg.jp/

　

以降は画面の案内に従って賛否をご入力ください。２

議決権行使書用紙に記載のQRコードを読み取ってください。１

XXXX-XXXX-XXXX-XXX

XXXXX

1.　

2.　

○○○○○○○

議　決　権　の　数
議 　 決 　 権 　 の 　 数

基準日現在のご所有株式数

株　主　総　会　日

××××年××月××日

XX 個

御中○○○○○○○
議 決 権 行 使 書

XX 個

XX 株

ログイン用QRコード

ログインID

仮パスワード

XXXX-XXXX-XXXX-XXX

XXXXX

1.　

2.　

○○○○○○○

議　決　権　の　数
議 　 決 　 権 　 の 　 数

基準日現在のご所有株式数

株　主　総　会　日

××××年××月××日

XX 個

御中○○○○○○○
議 決 権 行 使 書

XX 個

XX 株

ログイン用QRコード

ログインID

仮パスワード

※‌�「QRコード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

見 本

見 本

以降は画面の案内に従って賛否をご入力ください。4

議決権行使ウェブサイトにアクセスしてください。１

※操作画面はイメージです。

新しいパスワードを登録する。３

「新しいパスワード」
を入力

「送信」を
クリック

議決権行使書用紙に記載された「ログインID・仮パスワー
ド」を入力しクリックしてください。

２

「ログインID・仮パス
ワード」を入力

「ログイン」を
クリック

インターネットによる議決権行使で
パソコンやスマートフォンの操作方法などが
ご不明な場合は、右記にお問い合わせください。

三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部　ヘルプデスク
0120－173－027

（通話料無料／受付時間 ９:00～21:00）
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（ 2022年 9 月 1 日から
2023年 8 月31日まで ）
事業報告

１. 企業集団の現況
⑴ 当事業年度の事業の状況
①事業の経過及び成果
　当連結会計年度におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の感染症法上の分類が５類
へ移行されたことに伴い、経済活動の正常化による個人消費や設備投資に持ち直しの動きが見ら
れ景気は緩やかな回復を続けております。しかしながら、円安やロシア、ウクライナ情勢に起因
する資源や原材料価格の高騰など先行きは依然として不透明な状況が続いております。
　このような状況の中、主な販売先であります電動工具業界からの受注は、取引先の在庫調整の
ため減少しました。自動車業界からの受注は、部品供給不足が徐々に改善され増加しました。
　この結果、当連結会計年度の売上高は受注が減少し、86億63百万円（前期比19.2％減）とな
りました。営業利益は１億69百万円（同67.8％減）、経常利益は２億79百万円（同57.7％
減）、親会社株主に帰属する当期純利益は23百万円（同94.1％減）となりました。
　品目別売上高につきましては、電動工具成形品は、前期比32.7％減の48億66百万円となりま
した。自動車部品成形品は、前期比5.6％増の27億14百万円となりました。樹脂金型は前期比
21.1％増の８億56百万円、自社製品であります建築用資材は前期比12.5％減の64百万円、その
他成形品は前期比13.9％増の１億61百万円となりました。
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品　目
第　 56 　期

（2022年８月期）
第　 57 　期

（2023年８月期）
売 上 高 構 成 比 売 上 高 構 成 比

千円 ％ 千円 ％
電 動 工 具 成 形 品 7,228,714 67.4 4,866,743 56.2

自 動 車 部 品 成 形 品 2,570,235 24.0 2,714,492 31.3

樹 脂 金 型 707,245 6.6 856,743 9.9

自 社 製 品 73,237 0.7 64,115 0.7

そ の 他 成 形 品 141,507 1.3 161,201 1.9

合 計 10,720,941 100.0 8,663,297 100.0

品　目
第　 56 　期

（2022年８月期）
第　 57 　期

（2023年８月期）
売 上 高 構 成 比 売 上 高 構 成 比

千円 ％ 千円 ％
電 動 工 具 成 形 品 1,083,841 29.4 726,125 20.7

自 動 車 部 品 成 形 品 2,376,322 64.4 2,557,983 72.7

樹 脂 金 型 91,273 2.5 110,369 3.1

自 社 製 品 73,237 2.0 64,115 1.8

そ の 他 成 形 品 63,009 1.7 60,488 1.7

合 計 3,687,683 100.0 3,519,080 100.0

　企業集団の品目別売上高は次のとおりであります。

　当社の品目別売上高は次のとおりであります。
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②設備投資の状況
当連結会計年度における設備投資は総額２億96百万円であります。そのうち主なものは、日

本工場における成形機、太陽光パネルの購入、中国工場における成形機、生産管理システムの購
入であります。

③資金調達の状況
　特記事項はありません。

区 分 第54期
（2020年８月期）

第55期
（2021年８月期）

第56期
（2022年８月期）

第57期
（当連結会計年度）

（2023年８月期）

売 上 高 (千円) 7,665,678 10,409,489 10,720,941 8,663,297

経 常 利 益 (千円） 145,115 772,157 662,154 279,907
親会社株主に帰属す
る 当 期 純 利 益 (千円) 47,774 552,558 389,477 23,000

１ 株 当 た り
当 期 純 利 益 (円) 14.80 171.18 121.24 7.35

総 資 産 (千円) 5,187,125 6,435,733 6,846,605 6,437,123

純 資 産 (千円) 3,847,033 4,621,894 5,259,099 5,145,798
1 株 当 た り
純 資 産 額 (円） 1,191.81 1,431.91 1,681.42 1,645.20

⑵ 直前３事業年度の財産及び損益の状況

（注）１株当たり当期純利益は、期中平均発行済株式総数に基づき算出しており、１株当たり純資産額は、期
末発行済株式総数により算出しております。なお、発行済株式総数については自己株式を控除した株式
数を用いております。

会 社 名 資 本 金 当社の議決権比率 主 要 な 事 業 内 容

旭日塑料制品(昆山)有限公司 6,245千ＵＳドル 100.0％ プラスチック製品の製造
樹脂成形用金型の設計製作

Asahi Plus Co.,Ltd. 590,000千タイバーツ 100.0％ プラスチック製品の製造
樹脂成形用金型の設計製作

⑶ 重要な親会社及び子会社の状況
　重要な子会社の状況
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⑷ 対処すべき課題
　コロナ禍も落ち着きを見せはじめ、経済活動は平常化し、個人消費は緩やかな回復基調
に向かうことが期待されるものの、ロシアとウクライナの地政学的リスクによる原油価格
の高騰などからエネルギー価格の高騰が懸念されるなど、先行き不透明な状況が続くもの
と予想されます。
　このような環境の中で当社がより発展するため不可欠なファクターは、人材の育成と発
掘、新技術・省人化による生産コストの低減、環境問題に向けた本格的な取り組み、そし
て新規事業の開拓という４本柱で考えております。
・人材の育成
　現在、各部署ごとでテーマを決め、スキルアップのための講習会への参加、資格の取得
などを目標にしております。また、人材の発掘という部分でも門戸を広げ、国際化社会と
いわれる中で通用する人材の育成を進めていかなくてはなりません。今後は日本人だけで
はなく、外国籍の管理職者も増やし、そして女性管理職者も徐々に増やせるよう努めてま
いります。
・新技術・省人化
　プラスチック製品が日本に来てから８０年ほどの歴史ですが、射出成形機と金型があれ
ば、誰でも簡単に製品を大量に作れるように思われる成形ですが、簡単に見える生産方法
ほど、実は奥が深く、作るのが困難な事が多いのも事実です。年々複雑化する製品形状、
製品の大型化や多種多様な材料にも対応して行かなければなりません。今後は設計段階に
て様々な工夫を入れられるようお客様と連携を密にしてより良い金型・製品づくりを目指
します。
　設備機械の進化も目覚ましく発展・進化をしております。弊社としましても、時代の波
に乗り遅れることなく、新規設備を積極的に導入し、活用してまいります。
　生産コストの低減、油圧から電動化について、現在は順次設備を油圧成形機から電動成
形機に変更しております。そんな中で大型機、超大型成形機だけはまだ油圧式を利用して
おります。今後は電動化にシフトし、更に生産コストの低減と電力費の削減に貢献するよ
うに努めてまいります。そして、人手不足に対応するべく、自動化の推進、カメラ撮影に
よる不良品の発見、粉砕、リサイクルまでを自動で行えるようなシステムの開発を今後は
検討してまいります。
・環境問題
　昨今一番の話題となっております環境問題については弊社も最も力を入れて行かねばい
けない部分であります。成形作業という作業は樹脂を高温で熱して溶かすので消費電力も
非常に多く使用します。その中で二酸化炭素の排出量はかなり多くなっていることも事実
です。今年から太陽光パネルを安城工場に設置しておりますが、今後は更に碧南市の本社
工場にも採用し、二酸化炭素排出量を抑制するための一助になるよう設置に力を入れてま
いります。
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・新規事業開拓
　売上・利益の拡大や事業展開の加速化を目的として、新規事業開拓に取り組んでまいり
ます。
　旭化学工業は今後益々社会との調和を大事にし、株主様や従業員から慕われるような会
社へと成長してまいります。
今後共一層のご指導賜りたいと思います。

⑸ 主要な事業内容(2023年８月31日現在)
　当社グループは、電動工具及び自動車部品等の樹脂成形、電動工具の組付、樹脂金型の設計製
作、並びに自社製品である建築用資材の製造販売を事業としております。

本 社 工 場 愛知県碧南市港南町二丁目８番地14
本 社 事 務 部 門
及 び 安 城 工 場 愛知県安城市城ケ入町広見133番地３

旭 日 塑 料 制 品
（昆山）有限公司 中華人民共和国江蘇省昆山市

Asahi Plus Co.,Ltd. タイ王国ラヨーン県

⑹ 主要な営業所等(2023年８月31日現在)

事 業 区 分 使 用 人 数 前 連 結 会 計 年 度 末 比 増 減
プラスチック事業

（全社共通） 514名 35名減

使 用 人 数 前 事 業 年 度 末 比 増 減 平 均 年 齢 平 均 勤 続 年 数
154名 9名減 39.67歳 10.72年

⑺ 使用人の状況(2023年８月31日現在)
①企業集団の使用人の状況

（注）１. 当社及び連結子会社は、プラスチック事業の単一事業分野において営業を行っており、単一事業部門
で組織されているため、使用人数は全社共通としております。

２. 使用人数は従業員数であり、嘱託６名、パート４名を含んでおります。

②当社の使用人の状況

（注）使用人数は従業員数であり、嘱託６名、パート４名を含んでおります。

⑻ 主要な借入先の状況（2023年８月31日現在）
該当事項はありません。

－ 9 －



①発行可能株式総数 12,720,000株
②発行済株式の総数 3,896,000株
③株主数 3,035名

株主名 持株数(千株) 持株比率(％)
杉 浦 　 武 439 14.1
杉 浦 　 求 310 9.9
旭 化 学 工 業 取 引 先 持 株 会 202 6.5
株 式 会 社 三 幸 商 会 151 4.8
岡 崎 信 用 金 庫 110 3.5
株 式 会 社 マ キ タ 77 2.5
碧 南 小 型 運 送 株 式 会 社 50 1.6
笠 原 　 朗 36 1.2
帝 人 株 式 会 社 33 1.1
楽 天 証 券 株 式 会 社 25 0.8

２. 会社の現況
⑴ 株式の状況（2023年８月31日現在）

④大株主（上位10名）

（注）１. 当社は、自己株式を768千株保有しておりますが、上記大株主からは除外しております。
２. 持株比率は自己株式を控除して計算しております。

⑵ 新株予約権等の状況
　該当事項はありません。

会 社 に お け る 地 位 氏 名 担 当 及 び 重 要 な 兼 職 の 状 況
代 表 取 締 役 社 長 杉 浦 　 武 旭日塑料制品 ( 昆 山 ) 有 限 公司董事長
常 務 取 締 役 岡 野 　 篤 営 業 本 部 長
取 締 役 手 島 　 淳 旭日塑料制品 ( 昆 山 ) 有 限 公司総経理
取 締 役
（ 常 勤 監 査 等 委 員 ） 鈴 木 哲 男
取 締 役
（ 監 査 等 委 員 ） 異 相 武 憲 異相・村瀬法律事務所所長
取 締 役
（ 監 査 等 委 員 ） 小 島 正 志 小 島 正 志 税 理 士 事 務 所 所 長

⑶ 会社役員の状況
①取締役の状況（2023年８月31日現在）
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（注）１. 取締役（監査等委員）鈴木哲男氏及び異相武憲氏並びに小島正志氏は、社外取締役であります。
２. 取締役（監査等委員）小島正志氏は、税理士として企業税務に精通しており、財務及び会計に関する

相当程度の知見を有しております。
３．取締役（監査等委員）鈴木哲男氏は、金融機関での長年の業務経験があり、財務及び会計に関する相

当程度の知見を有するものであります。
４. 当社監査等委員会の監査・監督機能をより一層強化するために、常勤の監査等委員を置いておりま
す。

５. 当社は、取締役（監査等委員）鈴木哲男氏及び異相武憲氏並びに小島正志氏を東京証券取引所に独立
役員として届け出ております。

②役員等賠償責任保険契約の内容の概要等
　該当事項はありません。

③取締役の報酬等
１.役員報酬等の内容の決定に関する方針等
　当社は、取締役会において、取締役の個人別の報酬等の内容に係る決定方針を決議しております。
また、取締役会は当事業年度に係る取締役の個人別の報酬等について、報酬等の内容の決定方針およ
び決定された報酬等の内容が取締役会で決議された決定方針と整合していることを確認しており、当
該決定方針に沿うものであると判断しております。
　取締役の個人別の報酬等の内容にかかる決定方針の内容は次のとおりです。
ア．基本方針
　当社の取締役の報酬等については、当社および当社グループの企業業績と株主価値の持続的な向
上に資することを基本とし、職責に充分見合う報酬水準及び報酬体系となるように定める。
　取締役（監査等委員である取締役を除く。）の報酬は固定報酬である基本報酬と役員賞与で構成
する。
　監査等委員である取締役の報酬は、固定報酬である基本報酬のみで構成する。監査等委員である
取締役の個人別の報酬の額は、監査等委員の協議により決定する。

イ．取締役（監査等委員である取締役を除く。）の金銭報酬（固定報酬）の個人別報酬等の額の決定
に関する方針
　当社の取締役（監査等委員である取締役を除く。）の報酬は、月例の固定報酬（金銭報酬）と
し、各取締役の役位に応じて他社水準、当社の業績等を考慮したうえで決定する。

ウ．固定報酬等、業績連動報酬等又は非金銭報酬等の額の取締役の個人別の報酬等の額に対する割合
の決定方針
　当社の取締役の報酬は、固定報酬のみとする。
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区　　分
報酬等の総額
（千円）

報酬等の種類別の総額（千円） 対象となる
役員の員数
（名）基本報酬

業績連動
報酬等

非金銭
報酬等

　取締役（監査等委員を除く） 52,820 52,820 － － ３
　取締役（監査等委員）
　（うち社外取締役）

5,586
(5,586)

5,586
(5,586)

－
(－)

－
(－)

３
(３)

　合　　　計
　（うち社外役員）

58,406
(5,586)

58,406
(5,586)

－
(－)

－
(－)

６
(３)

エ．取締役（監査等委員である取締役を除く。）の個人別の報酬等の額についての決定に関する事項
取締役（監査等委員である取締役を除く。）の個人別の報酬等の額については、当社全体の業績
を俯瞰しつつ各取締役の担当事業の評価を行うことに最も適していることから、代表取締役社長
に一任する。代表取締役社長は各取締役の基本報酬の額及び各取締役の個別の管掌する事業領域
の業績を踏まえた賞与の額を決定する。監査等委員である取締役は、決定の方法及び内容を精査
し、不合理な点がある場合、取締役会に報告するものとする。

④当事業年度に係る報酬等の総額

（注）１. 取締役(監査等委員である取締役を除く。）の報酬限度額は、2015年11月26日開催の第49期定時株
主総会において年額１億５千万円以内（ただし、使用人分給与は含まない。）と決議いただいており
ます。当該株主総会終結時点の取締役（社外取締役を除く。）は３名です。

２. 取締役（監査等委員）の報酬限度額は、2015年11月26日開催の第49期定時株主総会において年額２
千万円以内と決議いただいております。当該株主総会終結時点の監査等委員は３名です。

３. 上記の報酬等の額には、以下のものが含まれております。
　　・当事業年度における役員賞与引当金の繰入額

取締役（監査等委員である取締役を除く。）　　３名　　7,240千円
・当事業年度における役員退職慰労引当金の繰入額
取締役（監査等委員である取締役を除く。）　　３名　　2,950千円

⑤社外役員に関する事項
イ. 他の法人等の重要な兼職の状況及び当社と当該他の法人等の関係
・取締役（監査等委員）異相武憲氏が所長である異相・村瀬法律事務所は、当社の顧問弁護士
事務所であります。

・取締役（監査等委員）小島正志氏が所長である小島正志税理士事務所は、当社の顧問税理士
事務所であります。
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氏　　名 出席状況、発言状況及び
期待される役割に関して行った職務の概要

取締役（常勤監査等委員）
鈴 木 哲 男

当事業年度開催の取締役会（年17回開催）に17回（出席率100％）出
席しております。監査等委員会（年８回開催）に８回（出席率100％）
出席しております。
部長会議等の主要な会議に毎回出席しております。
主な活動内容としては、豊富な経験と幅広い知識に基づき各種助言、提
言を行い、当社取締役会の意思決定の妥当性、適正性を確保するための
適切な役割を果たすとともに、各監査等委員の認識共有を図り、監査等
委員会における監査全体のまとめ役として役割を果たしております。

取締役（監査等委員）
異 相 武 憲

当事業年度開催の取締役会（年17回開催）に12回（出席率70.59％）
出席しております。監査等委員会（年８回開催）に７回（出席率
87.50％）出席しております。
主な活動内容としては、当社の期待する弁護士としての専門的見地か
ら、各種助言、提言を行い、当社取締役会の意思決定の妥当性、適正性
を確保するための適切な役割を果たしております。

取締役（監査等委員）
小 島 正 志

当事業年度開催の取締役会（年17回開催）に14回（出席率82.35％）
出席しております。監査等委員会（年８回開催）に８回（出席率
100％）出席しております。
主な活動内容としては、当社の期待する税理士としての専門的見地か
ら、各種助言、提言を行い、当社取締役会の意思決定の妥当性、適正性
を確保するための適切な役割を果たしております。

ロ. 当事業年度における主な活動状況

⑥責任限定契約に関する事項
　当社は、定款第33条の規定に基づき、取締役（監査等委員）鈴木哲男氏、異相武憲氏及び
小島正志氏との間で責任限定契約を締結しております。
　当該責任限定契約の概要は、会社法第423条第１項の責任につき、善意でかつ重大な過失が
ないときは、法令で定める額を限度額とするものであります。
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報酬等の額

当事業年度に係る会計監査人としての報酬等の額 13,500千円

当社及び子会社が会計監査人に支払うべき金銭その他の財産上の
利益の合計額 13,500千円

⑷ 会計監査人の状況
　①名称
　　太陽有限責任監査法人

　②報酬等の額

（注）１. 当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づく監査
の監査報酬等の額を明確に区分しておらず、実質的にも区分できませんので、当事業年度に係る会
計監査人としての報酬等の額にはこれらの合計額を記載しております。

２. 監査等委員会は、会計監査人の監査計画の内容、会計監査の職務遂行状況及び報酬見積りの算定根
拠などが適切であるかどうかについて必要な検証を行ったうえで、会計監査人の報酬等の額につい
て同意の判断をいたしました。

　③会計監査人の解任又は不再任の決定方針
当社監査等委員会は、会計監査人の職務遂行状況等を総合的に判断し、監査の適正性及び信

頼性が確保できないと認めたときは、株主総会に提出する会計監査人の解任又は不再任に関す
る議案の内容を決定いたします。

また、当社監査等委員会は、会計監査人が会社法第340条第１項各号に定める項目に該当す
ると認められる場合は、監査等委員全員の同意に基づき、会計監査人を解任いたします。この
場合、監査等委員会が選定した監査等委員は、解任後最初に招集される株主総会において、会
計監査人を解任した旨及びその理由を報告いたします。

　④当社の会計監査人以外の公認会計士又は監査法人による当社の子会社の計算書類等の監査
当社の重要な子会社（旭日塑料制品（昆山）有限公司及びAsahi Plus Co.,Ltd.)において

は、当社の会計監査人以外の公認会計士の監査を受けております。
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３. 業務の適正を確保するための体制及び当該体制の運用状況の概要
⑴ 業務の適正を確保するための体制についての決定内容の概要

取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制その他会社の業務
の適正を確保するための体制についての決定内容の概要は以下のとおりであります。

①取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制
当社は、業務執行が適法、適切かつ健全に行われるために、内部統制システムの構築と、法
令及び定款を遵守する体制を確立しております。

　　また、取締役は社内規程に基づいて業務を執行すると共に取締役会を通じて他の取締役の業
務執行状況を相互に監視、監督することで法令遵守に関する牽制機能を強化しております。

　　当社では、取締役は、社内における法令違反その他コンプライアンスに関する重大な事実を
発見したときは、直ちに監査等委員会に報告すると共に、取締役会に報告する体制を整えてお
ります。
　　また、監査等委員会は、社内の法令遵守体制に問題があると判断したときは、取締役会にお
いて意見を述べ、改善を促す体制を整えております。

②取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制
　当社は、取締役の職務執行に係る文書は社内規程に従い保管し、常時閲覧可能な状態にして
おります。

③損失の危険の管理に関する規程その他の体制
　当社は、業務執行に係るリスクについては取締役会及び部長会議にて管理する体制を整えて
おります。

④取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
　当社は、取締役会を月１回以上開催し、経営戦略・事業計画等の重要事項の決定並びに業務
執行に関する監督の意思決定を行っております。
　また、その決定事項は直ちに、職務権限規程に基づきそれぞれの責任部署において業務執行
する体制を整えております。

⑤当社及び子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体制
イ. 子会社の取締役等の職務の執行に係る事項の当社への報告に関する体制

　当社は、子会社から定期的に業務執行に関する報告を受けると共に定期的な監査を実施
する体制を整えております。

ロ. 子会社の損失の危険の管理に関する規程その他の体制
　子会社は、業務執行に係るリスクについては最低月１回開催される取締役会及び部長会
議並びにスタッフ会議にて管理する体制を整えております。
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ハ. 子会社の取締役等の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
　子会社は、取締役会を月１回以上開催し、経営戦略・事業計画等の重要事項の決定並び
に業務執行に関する監督の意思決定を行っております。
　また、その決定事項は直ちに、職務権限規程に基づきそれぞれの責任部署において業務
執行する体制を整えております。

ニ. 子会社の取締役等及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するため
の体制
　子会社は、業務執行が適法、適切かつ健全に行われるために、内部統制システムの構築
を行っております。取締役等の職務執行については、取締役会を通じて他の取締役の業務
執行状況を監視、監督することで法令遵守する体制を確立しております。
　また、使用人の職務の執行につきましては、社内における法令違反その他コンプライア
ンスに関する重大な事実を取締役が発見した場合は、直ちに取締役会に報告し、改善を促
す体制を整えております。

⑥監査等委員会がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使用人に関
する事項及び当該使用人の取締役からの独立性に関する事項

　　当社では、監査等委員会の職務を補助する使用人は置いておりませんが、監査等委員会の求
めに応じ、監査等委員会の職務を補助する使用人を選任します。また選任された使用人は、監
査等委員会の命令に関して取締役会等の指揮命令は受けないこととしております。
⑦取締役（監査等委員である取締役を除く。）及び使用人が監査等委員会に報告をするための体
制その他の監査等委員会への報告に関する体制

　　当社では、取締役（監査等委員である取締役を除く。）及び使用人は、監査等委員会に対し
て、監査等委員会の求めに応じ、いつでも報告する体制を整えております。
⑧前号の報告をした者が当該報告を理由として不利な取扱いを受けないことを確保するための体
制
　　当社及び子会社は「内部通報制度」に従い、報告をしたことを理由に不利益な取扱いをしな
い体制を整えております。
⑨監査等委員の職務の執行について生ずる費用の前払又は償還の手続その他の当該職務の執行に
ついて生ずる費用又は債務の処理に係る方針に関する事項
　　当社は、監査等委員がその職務の執行に関して費用の前払等を請求したときは、当該費用等
が職務執行に必要ないと認められる場合を除き、当該費用等を負担し、速やかに処理すること
としております。

－ 16 －



⑩その他監査等委員会の監査が実効的に行われることを確保するための体制
　　当社では、監査等委員会は常勤監査等委員１名及び非常勤監査等委員２名の合計３名（いず
れも社外取締役）で構成され、各監査等委員は取締役会その他の重要な会議に出席し、取締役
の職務執行に対して厳格な監査を行い、必要に応じて取締役にその説明を求め、意見を述べる
体制を整えております。

⑪財務報告の信頼性を確保するための体制
　　総務部は、財務報告の信頼性を確保し、内部統制報告書の提出をより有効かつ適切に行うた
め、代表取締役社長の指示の下、財務報告に係る内部統制を整備し運用する体制を構築してお
ります。

⑫反社会的勢力に対する体制
イ．当社は、市民社会の秩序や安全に脅威を与える反社会的勢力との関係を持たない方針であ
ります。

ロ．反社会的勢力に対しては、総務部を窓口とし、必要に応じて所轄警察署、顧問弁護士と連
携し対応することとしております。

⑵　業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要
①コンプライアンス
　コンプライアンス意識の向上と不正行為等の防止を図るため、全従業員参加の全体朝礼を実
施しました。また、部長会議その他重要な会議を通じて啓蒙活動を実施しました。
②リスク管理体制
　リスクの軽減、予防の推進及び迅速な対処のため「リスク管理規程」に基づき、リスク管理
体制の強化を実施しました。
③財務報告に係る内部統制
　　「内部監査計画書」に基づき、当社及びグループ会社の内部統制評価を実施しました。

４. 株式会社の支配に関する基本方針
　　該当事項はありません。
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（2023年８月31日現在） （単位：千円）
科 目 金 額 科 目 金 額

（資 産 の 部）

流 動 資 産

現 金 及 び 預 金

受 取 手 形 及 び 売 掛 金

商 品 及 び 製 品

仕 掛 品

原 材 料 及 び 貯 蔵 品

そ の 他

貸 倒 引 当 金

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

建 物 及 び 構 築 物

機 械 装 置 及 び 運 搬 具

土 地

そ の 他

無 形 固 定 資 産

投 資 そ の 他 の 資 産

投 資 有 価 証 券

繰 延 税 金 資 産

長 期 預 金

そ の 他

貸 倒 引 当 金　

3,827,411

2,332,503

814,470

195,447

125,144

147,509

212,875

△540

2,609,711

2,143,254

493,465

639,298

908,551

101,939

25,703

440,754

83,263

254

299,436

60,858

△3,059　

（負 債 の 部）
流 動 負 債 1,082,398

買 掛 金 752,595

未 払 法 人 税 等 29,405

賞 与 引 当 金 43,687

役 員 賞 与 引 当 金 7,240

そ の 他 249,470

固 定 負 債 208,926

繰 延 税 金 負 債 149,283

役 員 退 職 慰 労 引 当 金 47,086

退 職 給 付 に 係 る 負 債 12,557

負 債 合 計 1,291,325

（純資産の部）
株 主 資 本 4,073,997

資 本 金 671,787

資 本 剰 余 金 729,938

利 益 剰 余 金 3,042,244

自 己 株 式 △369,973

その他の包括利益累計額 1,071,800

その他有価証券評価差額金 26,565

為 替 換 算 調 整 勘 定 1,045,235

純 資 産 合 計 5,145,798

資 産 合 計 6,437,123 負 債 及 び 純 資 産 合 計 6,437,123

連 結 貸 借 対 照 表
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（ 2022年 9 月 1 日から
2023年 8 月31日まで ）

（単位：千円）
科 目 金 額

売 上 高 8,663,297
売 上 原 価 7,764,965

売 上 総 利 益 898,332
販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 728,535

営 業 利 益 169,796
営 業 外 収 益

受 取 利 息 47,080
受 取 配 当 金 506
補 助 金 収 入 4,865
為 替 差 益 52,877
そ の 他 5,395 110,725

営 業 外 費 用
支 払 利 息 15
そ の 他 598 614
経 常 利 益 279,907

特 別 利 益
固 定 資 産 売 却 益 1,095
投 資 有 価 証 券 売 却 益 9,508 10,604

特 別 損 失
固 定 資 産 売 却 損 527
固 定 資 産 除 却 損 4,254
減 損 損 失 128,832 133,615

税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益 156,896
法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 149,857
法 人 税 等 調 整 額 △15,961 133,896
当 期 純 利 益 23,000
親 会 社 株 主 に 帰 属 す る 当 期 純 利 益 23,000

連 結 損 益 計 算 書
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（ 2022年 9 月 1 日から
2023年 8 月31日まで ）

（単位：千円）
株 主 資 本

資 本 金 資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金 自 己 株 式 株主資本合計
当 期 首 残 高 671,787 729,938 3,106,822 △369,973 4,138,574
当 期 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △87,577 △87,577

親会社株主に帰属
す る 当 期 純 利 益 23,000 23,000

株主資本以外の項目
の当期変動額(純額)

当 期 変 動 額 合 計 － － △64,577 － △64,577
当 期 末 残 高 671,787 729,938 3,042,244 △369,973 4,073,997

そ の 他 の 包 括 利 益 累 計 額
純資産合計そ の 他 有 価 証 券

評 価 差 額 金
為 替 換 算
調 整 勘 定

その他の包括利益
累 計 額 合 計

当 期 首 残 高 19,728 1,100,796 1,120,524 5,259,099
当 期 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △87,577

親会社株主に帰属
す る 当 期 純 利 益 23,000

株主資本以外の項目
の当期変動額(純額) 6,837 △55,560 △48,723 △48,723

当 期 変 動 額 合 計 6,837 △55,560 △48,723 △113,301
当 期 末 残 高 26,565 1,045,235 1,071,800 5,145,798

連結株主資本等変動計算書
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（2023年８月31日現在） （単位：千円）
科 目 金 額 科 目 金 額

（資 産 の 部） （負 債 の 部）
流 動 資 産
現 金 及 び 預 金
受 取 手 形
電 子 記 録 債 権
売 掛 金
製 品
仕 掛 品
原 材 料
前 払 費 用
未 収 収 益
そ の 他
貸 倒 引 当 金

固 定 資 産
有 形 固 定 資 産
建 物
構 築 物
機 械 装 置
車 両 運 搬 具
工 具 器 具 備 品
土 地

投 資 そ の 他 の 資 産
投 資 有 価 証 券
出 資 金
関 係 会 社 出 資 金
長 期 前 払 費 用
会 員 権 等
保 険 積 立 金
そ の 他
貸 倒 引 当 金　

1,347,016
705,473
5,283
13,526
446,851
71,954
47,721
45,072
3,332
6,533
1,806
△540

2,572,721
1,246,405
377,809
10,625
65,805
11,176
62,405
718,582

1,326,315
83,263
320

1,195,473
1,447
1,400
42,438
5,032
△3,059　

流 動 負 債 416,805
買 掛 金 251,328
未 払 費 用 101,958
未 払 法 人 税 等 9,504
預 り 金 7,228
未 払 消 費 税 等 14,519
賞 与 引 当 金 15,000
役 員 賞 与 引 当 金 7,240
設 備 関 係 未 払 金 9,047
そ の 他 978

固 定 負 債 58,525
繰 延 税 金 負 債 11,439
役 員 退 職 慰 労 引 当 金 47,086

負 債 合 計 475,330
（純 資 産 の 部）

株 主 資 本 3,417,841
資 本 金 671,787
資 本 剰 余 金 729,938
資 本 準 備 金 717,689
そ の 他 資 本 剰 余 金 12,248

利 益 剰 余 金 2,386,088
利 益 準 備 金 56,150
そ の 他 利 益 剰 余 金 2,329,938
別 途 積 立 金 1,000,000
繰 越 利 益 剰 余 金 1,329,938

自 己 株 式 △369,973
評 価 ・ 換 算 差 額 等 26,565
その他有価証券評価差額金 26,565

純 資 産 合 計 3,444,406
資 産 合 計 3,919,737 負 債 及 び 純 資 産 合 計 3,919,737

貸　借　対　照　表
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（ 2022年 9 月 1 日から
2023年 8 月31日まで ）

（単位：千円）
科 目 金 額

売 上 高 3,519,082

売 上 原 価 3,253,474

売 上 総 利 益 265,607

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 380,678

営 業 損 失 △115,071

営 業 外 収 益

受 取 利 息 8,582

受 取 配 当 金 534,996

補 助 金 収 入 2,996

為 替 差 益 35,812

そ の 他 2,064 584,452

経 常 利 益 469,380

特 別 利 益

固 定 資 産 売 却 益 763

投 資 有 価 証 券 売 却 益 9,508 10,272

特 別 損 失

固 定 資 産 除 却 損 190

減 損 損 失 118,902 119,092

税 引 前 当 期 純 利 益 360,561

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 57,962

法 人 税 等 調 整 額 21,828 79,790

当 期 純 利 益 280,770

損　益　計　算　書
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（ 2022年 9 月 1 日から
2023年 8 月31日まで ）

（単位：千円）
株 主 資 本

資 本 金

資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金

自己株式 株 主 資 本
合 計資本準備金 そ の 他

資本剰余金
資本剰余金
合 計 利益準備金

その他利益剰余金 利益剰余金
合 計別 途

積 立 金
繰 越 利 益
剰 余 金

当 期 首 残 高 671,787 717,689 12,248 729,938 56,150 1,000,000 1,136,746 2,192,896 △369,973 3,224,648
当 期 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △87,577 △87,577 △87,577
当 期 純 利 益 280,770 280,770 280,770
株 主 資 本 以 外 の
項目の当期変動額
( 純 額 )

当 期 変 動 額 合 計 － － － － － － 193,192 193,192 － 193,192
当 期 末 残 高 671,787 717,689 12,248 729,938 56,150 1,000,000 1,329,938 2,386,088 △369,973 3,417,841

評価・換算差額等
純 資 産 合 計そ の 他 有 価 証 券

評 価 差 額 金
評 価 ・ 換 算
差 額 等 合 計

当 期 首 残 高 19,728 19,728 3,244,377
当 期 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △87,577
当 期 純 利 益 280,770
株 主 資 本 以 外 の
項目の当期変動額
( 純 額 )

6,837 6,837 6,837

当 期 変 動 額 合 計 6,837 6,837 200,029
当 期 末 残 高 26,565 26,565 3,444,406

株主資本等変動計算書
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独立監査人の監査報告書
2023年10月20日

旭化学工業株式会社
取締役会　御中

太陽有限責任監査法人
名古屋事務所
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 古 田 賢 司 ㊞
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 本 田 一 暁 ㊞

　
監査意見
　当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、旭化学工業株式会社の2022年９月１日から2023年８月31日までの連
結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表について
監査を行った。
　当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、旭化学工業
株式会社及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適
正に表示しているものと認める。

監査意見の根拠
　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準における当監査
法人の責任は、「連結計算書類の監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関
する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監
査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

その他の記載内容
その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し開示することにあ

る。また、監査等委員会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視するこ
とにある。
当監査法人の連結計算書類に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人はその他の記載内容
に対して意見を表明するものではない。
連結計算書類の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その他の記載内容と連

結計算書類又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討すること、また、そのような重要な
相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。
当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その事実を報告すること
が求められている。
その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

連結計算書類に係る会計監査人の会計監査報告
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連結計算書類に対する経営者及び監査等委員会の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計算書類を作成し適正に表示す
ることにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結計算書類を作成し適正に表示するために経営者が必要
と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　連結計算書類を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき連結計算書類を作成することが適切であるかどうかを
評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場
合には当該事項を開示する責任がある。
　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

連結計算書類の監査における監査人の責任
　監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての連結計算書類に不正又は誤謬による重要な虚偽表示がない
かどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から連結計算書類に対する意見を表明することにある。
虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、連結計算書類の利用者の意思決定に影響を与
えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。
　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的専門家としての判
断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・　不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した監査手続を立案
し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入
手する。
・　連結計算書類の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リスク評価の実
施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討する。
・　経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理性及び関連す
る注記事項の妥当性を評価する。
・　経営者が継続企業を前提として連結計算書類を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠に基づき、継
続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか結論付ける。継続
企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において連結計算書類の注記事項に注意を喚起するこ
と、又は重要な不確実性に関する連結計算書類の注記事項が適切でない場合は、連結計算書類に対して除外事項付意見を表明
することが求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況に
より、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。
・　連結計算書類の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠しているかどうか
とともに、関連する注記事項を含めた連結計算書類の表示、構成及び内容、並びに連結計算書類が基礎となる取引や会計事象
を適正に表示しているかどうかを評価する。
・　連結計算書類に対する意見を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する十分かつ適切な監査証拠を入手す
る。監査人は、連結計算書類の監査に関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査意見に対して責
任を負う。
　監査人は、監査等委員会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部統制の重要な不備を
含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告を行う。
　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監査人の
独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講じている場合はそ
の内容について報告を行う。

利害関係
　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
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独立監査人の監査報告書
2023年10月20日

旭化学工業株式会社
取締役会　御中

太陽有限責任監査法人
　名古屋事務所

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 古 田 賢 司 ㊞
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 本 田 一 暁 ㊞

　監査意見
　当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、旭化学工業株式会社の2022年９月１日から2023年８月31日ま
での第57期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表並びにその附属
明細書（以下「計算書類等」という。）について監査を行った。
　当監査法人は、上記の計算書類等が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、当該計算書類
等に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。

監査意見の根拠
　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準における当監査
法人の責任は、「計算書類等の監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関す
る規定に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表
明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

その他の記載内容
その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し開示することにあ
る。また、監査等委員会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視するこ
とにある。
当監査法人の計算書類等に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人はその他の記載内容に
対して意見を表明するものではない。
計算書類等の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その他の記載内容と計算
書類等又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討すること、また、そのような重要な相違
以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。
当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その事実を報告すること
が求められている。
その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

計算書類等に対する経営者及び監査等委員会の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類等を作成し適正に表示する
ことにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類等を作成し適正に表示するために経営者が必要と判
断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　計算書類等を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき計算書類等を作成することが適切であるかどうかを評価
し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合に
は当該事項を開示する責任がある。
　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

計算書類に係る会計監査人の会計監査報告
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計算書類等の監査における監査人の責任
　監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書類等に不正又は誤謬による重要な虚偽表示がないか
どうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から計算書類等に対する意見を表明することにある。虚偽
表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、計算書類等の利用者の意思決定に影響を与えると
合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。
　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的専門家としての判
断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・　不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した監査手続を立案
し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入
手する。
・　計算書類等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リスク評価の実施
に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討する。

・　経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理性及び関連す
る注記事項の妥当性を評価する。

・　経営者が継続企業を前提として計算書類等を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠に基づき、継続
企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか結論付ける。継続企
業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において計算書類等の注記事項に注意を喚起すること、又
は重要な不確実性に関する計算書類等の注記事項が適切でない場合は、計算書類等に対して除外事項付意見を表明することが
求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業
は継続企業として存続できなくなる可能性がある。
・　計算書類等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠しているかどうかと
ともに、関連する注記事項を含めた計算書類等の表示、構成及び内容、並びに計算書類等が基礎となる取引や会計事象を適正
に表示しているかどうかを評価する。
　監査人は、監査等委員会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部統制の重要な不備を
含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告を行う。
　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監査人の
独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講じている場合はそ
の内容について報告を行う。

利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
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監　査　報　告　書
　当監査等委員会は、2022年９月１日から2023年８月31日までの第57期事業年度の取締役の職務の執行
について監査いたしました。その方法及び結果につき以下のとおり報告いたします。

１. 監査の方法及びその内容
　監査等委員会は、会社法第399条の13第１項第１号ロ及びハに掲げる事項に関する取締役会決議の内
容並びに当該決議に基づき整備されている体制（内部統制システム）について取締役及び使用人等からそ
の構築及び運用の状況について定期的に報告を受け、必要に応じて説明を求め、意見を表明するととも
に、下記の方法で監査を実施しました。
①　監査等委員会が定めた監査の方針、職務の分担等に従い、会社の内部統制部門と連携の上、重要な会
議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行に関する事項の報告を受け、必要に応じて説明を
求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社及び主要な事業所において業務及び財産の状況を調査しまし
た。また、子会社については、子会社の取締役及び使用人等と意思疎通及び情報の交換を図り、必要に
応じて子会社から事業の報告を受けました。
②　会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証するととも
に、会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。また、
会計監査人から「職務の遂行が適正に行われることを確保するための体制」（会社計算規則第131条各
号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」（2005年10月28日企業会計審議会）等に従って整
備している旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めました。

　以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類（貸借対照表、損益
計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書並びに連結計算書類（連結貸借対照
表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表）について検討いたしました。

監査等委員会の監査報告
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２. 監査の結果
⑴事業報告等の監査結果
①　事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているものと認めま
す。
②　取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実は認められませ
ん。
③　内部統制システムに関する取締役会の決議の内容は相当であると認めます。また、当該内部統制シス
テムに関する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行についても、指摘すべき事項は認められませ
ん。
⑵計算書類及びその附属明細書の監査結果
　　会計監査人太陽有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。
⑶連結計算書類の監査結果
　　会計監査人太陽有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

2023年10月30日

旭化学工業株式会社　監査等委員会
常勤監査等委員 鈴 木 哲 男 ㊞
監 査 等 委 員 異 相 武 憲 ㊞
監 査 等 委 員 小 島 正 志 ㊞

(注）監査等委員は全員、会社法第２条第15号及び第331条第６項に規定する社外取締役であります。

以　上
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株主総会参考書類

第１号議案 剰余金の処分の件
　当社は、利益配分の基本方針として第５７期までは、連結配当性向２０％以上としておりまし
た。本来であれば第５７期の期末配当金は無配となりますが、安定した配当を実施するため下記の
とおりといたします。
　なお、第５８期から利益配分の基本方針は、年間配当金１０円を下限とし、連結配当性向３０％
以上とすることといたしました。
　第５７期の期末配当につきましては以下のとおりといたしたいと存じます。
⑴ 配当財産の種類
　金銭といたします。

⑵ 配当財産の割当に関する事項及び総額
　当社普通株式１株につき３円といたしたいと存じます。なお、この場合の配当総額は
9,383,316円となります。
⑶ 剰余金の配当が効力を生じる日
　2023年11月29日
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候補者
番　号

ふ　　　り　　　が　　　な

氏　　　　　名
（生 年 月 日）

略 歴 、 当 社 に お け る 地 位 及 び 担 当
（ 重  要  な  兼  職  の  状  況 ）

所有する当社
の 株 式 数

１
すぎ

杉
 

　
 

　
うら

浦
 

　
 

　
 

　
 

　
 

　
たけし

武
(1967年６月14日生)

    1991年    4 月 当社入社
    1997年    11月 当社取締役
    2002年    11月 当社常務取締役
    2010年    11月 当社代表取締役社長（現任） 439,707株
（重要な兼職の状況）
旭日塑料制品（昆山）有限公司　董事長

２
おか

岡
 

　
 

　
の

野
 

　
 

　
 

　
 

　
 

　
あつし

篤
(1963年４月26日生)

    1986年    3 月 当社入社
    2002年    11月 当社取締役営業部長
    2014年    11月 当社常務取締役
    2016年    6 月 当社常務取締役営業本部長（現任）

8,000株

３
て

手
 

　
 

　
しま

島
 

　
 

　
 

　
 

　
 

　
あつし

淳
(1968年10月５日生)

    1987年    3 月 当社入社
    2015年    11月 当社取締役製造部部長
    2015年    12月 当社取締役（現任） 3,000株
（重要な兼職の状況）
旭日塑料制品（昆山）有限公司　総経理

第２号議案 取締役（監査等委員である取締役を除く。）３名選任の件
　取締役（監査等委員である取締役を除く。以下、本議案において同じ。）全員（３名）は、本総会
終結の時をもって任期満了となります。つきましては、取締役３名の選任をお願いいたしたいと存じ
ます。
　なお、本議案に関しましては、当社の監査等委員会は、全ての取締役候補者について適任であると
判断しております。
　取締役候補者は、次のとおりであります。

（注）各候補者と当社との間には、特別の利害関係はありません。
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候補者
番　号

ふ　　　り　　　が　　　な

氏　　　　　名
（生 年 月 日）

略 歴 、 当 社 に お け る 地 位 及 び 担 当
（ 重  要  な  兼  職  の  状  況 ）

所有する当社
の 株 式 数

１

すず

鈴
 

　
 

　
き

木
 

　
 

　
てつ

哲
 

　
 

　
お

男
(1952年10月６日生)

    1971年    3 月 岡崎信用金庫入庫
    2009年    10月 同金庫審査部専任課長
    2011年    10月 おかしん信用保証（株）出向
    2014年    3 月 おかしん信用保証（株）退職
    2014年    4 月 ㈱和光地所入社
    2015年    3 月 ㈱和光地所退社
    2015年    11月 当社取締役（常勤監査等委員）（現任） －株

社外取締役候補者とした
理由及び期待される役割

鈴木哲男氏は、社外役員となること以外の方法で会社
経営に関与した経験はありませんが、金融機関での業
務経験が豊富であり幅広い見識を有しておられること
から社外取締役としての職務を適切に遂行いただける
ものと判断しております。なお、同氏の本総会終結時
の社外取締役在任期間は、８年であります。

２

い

異
 

　
 

　
そう

相
 

　
 

　
たけ

武
 

　
 

　
のり

憲
(1950年７月30日生)

    1983年    4 月 異相法律事務所開設同所所長
    1994年    11月 当社監査役
    2015年    11月 当社取締役（監査等委員）（現任）
    2016年    9 月 異相・村瀬法律事務所所長（現任）

－株
（重要な兼職の状況）
異相・村瀬法律事務所所長

社外取締役候補者とした
理由及び期待される役割

異相武憲氏は、弁護士として法律に精通しており、法
務全般に関する充分な見識を有しておられることか
ら、社外取締役としての職務を適切に遂行いただける
ものと判断しております。なお、同氏の本総会終結時
の社外取締役在任期間は、８年であります。

第３号議案 監査等委員である取締役３名選任の件
　監査等委員である取締役全員（３名）は、本総会終結の時をもって任期満了となります。つきまし
ては、監査等委員である取締役３名の選任をお願いいたしたいと存じます。
　なお、本議案に関しましては、監査等委員会の同意を得ております。
　監査等委員である取締役候補者は、次のとおりであります。
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候補者
番　号

ふ　　　り　　　が　　　な

氏　　　　　名
（生 年 月 日）

略 歴 、 当 社 に お け る 地 位 及 び 担 当
（ 重  要  な  兼  職  の  状  況 ）

所有する当社
の 株 式 数

３

こ

小
 

　
 

　
じま

島
 

　
 

　
まさ

正
 

　
 

　
し

志
(1967年２月７日生)

    1995年    4 月 小島税理士事務所入所
    2013年    9 月 税理士登録
    2014年    7 月 小島正志税理士事務所所長（現任）
    2015年    11月 当社取締役（監査等委員）（現任）

－株
（重要な兼職の状況）
小島正志税理士事務所所長

社外取締役候補者とした
理由及び期待される役割

小島正志氏は、税理士として財務、会計に関する豊富
な経験と幅広い見識を有しておられることから、社外
取締役としての職務を適切に遂行いただけるものと判
断しております。なお、同氏の本総会終結時の社外取
締役在任期間は、８年であります。

（注）１. 各候補者と当社との間には、特別の利害関係はありません。
２. 当社は、取締役（監査等委員）鈴木哲男氏、異相武憲氏及び小島正志氏との間で、会社法第427条第

１項の規定に基づき、同法第423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結しており、当該契約
に基づく損害賠償責任の限度額は、同法第425条第１項に定める最低責任限度額としております。
なお、３氏の再任が承認された場合には、各氏との当該契約を継続する予定であります。

３. 鈴木哲男氏、異相武憲氏及び小島正志氏は、社外取締役候補者であります。
４．当社は、鈴木哲男氏、異相武憲氏及び小島正志氏を東京証券取引所の定めに基づく独立役員として指

定し、同取引所に届け出ており、各候補者の再任が承認された場合には、引き続き独立役員とする予
定であります。
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当社における
現在の地位

候補者が有する専門性

企業経営 海外経験 営業・販売 開発 製造・品質 サステナ
ビリティ IT/DX 財務・会計 法務

杉浦　武 代表取締役
社長 ● ● ● ● ● ● ●

岡野　篤 常務取締役 ● ● ● ● ● ●

手島　淳 取締役 ● ● ● ● ●

鈴木　哲男
取締役
(常勤監査等
委員)

● ●

異相　武憲 取締役
(監査等委員) ● ●

小島　正志 取締役
(監査等委員) ● ●

　〈ご参考〉各候補者スキルマトリックス一覧表
　本招集ご通知記載の候補者を原案どおりご選任いただいた場合の取締役会のスキルマトリックスは以
下のとおりとなります。
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ふ　　　り　　　が　　　な

氏　　　　　名
（生 年 月 日）

略 歴 、 当 社 に お け る 地 位 及 び 担 当
（ 重  要  な  兼  職  の  状  況 ）

所有する当社
の 株 式 数

い

異
 

　
 

　
そう

相
 

　
 

　
たけ

武
 

　
 

　
ひろ

大
(1979年5月10日生)

2015年12月 弁護士登録
2019年１月 異相・村瀬法律事務所入所（現任）

－株補欠監査等委員である社
外取締役候補者とした理
由及び期待される役割

異相武大氏は、過去に社外役員となること以外の方法
で直接会社経営に関与した経験はありませんが、弁護
士として法律に精通しており、法務全般に関する充分
な見識を有しておられることから、社外取締役として
の職務を適切に遂行いただけるものと判断しておりま
す。

第４号議案 補欠監査等委員である取締役１名選任の件
　監査等委員である取締役が法令に定める員数を欠くことになる場合に備え、予め補欠監査等委員で
ある取締役１名の選任をお願いするものであります。
　なお、本議案に関しましては、監査等委員会の同意を得ております。
　補欠監査等委員である取締役は、次のとおりであります。

（注）１. 異相武大氏と当社との間には、特別の利害関係はありません。
２. 異相武大氏は、補欠監査等委員である社外取締役候補者であります。
３．異相武大氏が取締役（監査等委員）に就任した場合、会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第

423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結する予定であります。当該契約に基づく損害賠償
責任の限度額は、同法第425条第１項に定める最低責任限度額としております。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上
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見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

株主総会会場ご案内図

会　　場 愛知県碧南市源氏神明町90番地
碧南商工会議所（２階大ホール）

電　　話 0566（41）1100
交通機関 名鉄三河線「碧南中央駅」下車　徒歩15分
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